
2022年度売上高

2兆8,590億円

●メディカルシステム
X線画像診断、内視鏡、超音波、体外診断などの各種診断機器
や、診断画像などを一元管理する医療ITシステムを提供

●バイオCDMO
需要が高まる高品質なバイオ医薬品、先進医療分野である細
胞治療薬や遺伝子治療薬のプロセス開発・製造を受託

●LSソリューション
ライフサイエンス
創薬支援分野で細胞、培地、試薬のトータルソリューションを提供
コンシューマーヘルスケア

「ASTALIFT」ブランドなどの機能性化粧品やサプリメントを提供
医薬品
次世代医薬品やmRNAワクチンなどのプロセス開発・製造を受託

●電子材料
半導体を製造する際に使用される各種材料（フォトレジスト、
CMPスラリーなど）を提供

●ディスプレイ材料
液晶パネルや有機ELパネル向け材料などを提供

●産業機材・ファインケミカル
産業機材事業（タッチパネル用センサーフィルム、記録メディ
アなど）およびファインケミカル事業（高機能化成品、研究開
発用試薬など）を展開

●グラフィックコミュニケーション
グラフィックコミュニケーション事業（オフセット印刷用機材、
デジタル印刷システムなど）およびインクジェット事業を展開

トータルヘルスケアカンパニーとして
「予防」「診断」「治療」の領域で幅広い事業を展開

AI・IoT時代の生活を支える通信機器、センサー、
次世代ディスプレイなどに向けた高機能材料や
グラフィックコミュニケーション事業を展開

ヘルスケア

●コンシューマーイメージング
「INSTAX“チェキ”」やカラーフィルム、写真プ
リント用カラーペーパー、現像・プリント機器、
写真プリントサービスなどを提供

●プロフェッショナルイメージング
独自の色再現技術による高画質が特徴のミ
ラーレスデジタルカメラのほか、TV放送・映
画用レンズ、セキュリティカメラや製造ライン
検査向けの産業用レンズ、プロジェクター、デ
ジタルサイネージなどを提供

「撮影」から「出力」まで、
写真・映像に関わる製品・サービスを提供 

イメージング

マテリアルズ

●オフィスソリューション
複合機・プリンターや消耗品の販売、 
保守サービスを通じて、ドキュメントに関わる 
オフィス向けソリューションを提供

●ビジネスソリューション
業種・業務の特性に合わせて、システムインテグレーション
やクラウドサービスによるソリューション、複合機管理や基
幹業務プロセスの役務代行など、課題解決型のソリュー
ション・サービスを提供

新しい働き方への変革や生産性の
向上、創造性の発揮をもたらす、
製品およびソリューション
サービスを提供 

ビジネス
イノベーション

ヘルスケア ▶P35

9,286億円

32.5％

イメージング ▶P43

4,103億円
14.3％

	 ビジネス
	イノベーション 

▶P41

8,381億円

29.3％ マテリアルズ ▶P39

6,820億円

23.9％

ビジネス
ソリューション

9.9％

電子材料

6.3％

オフィス
ソリューション

19.4％

コンシューマー
イメージング

9.3％

プロフェッショナル
イメージング

5.0％

ディスプレイ材料

2.5％

メディカルシステム

21.8％

バイオ
CDMO

6.8％

LS
ソリューション

3.9％

グラフィック
コミュニケーション

12.0％

産業機材・
ファインケミカル

3.1％

※ 2023年度より非破壊検査事業の売上高の金額を「マテリアルズ」セグメントから「ヘルスケア」セグメントに組み替えて表示しています。 本区分変更に合わせ、2022年度の情報をリステートしています。

セグメント別売上高

富士フイルムグループは、写真事業を通して培った先進・独自の高度な技術力を活用し、イノベーションを進化させ、
現在の事業ポートフォリオを構築しました。経営環境が変化してもイノベーションを創出し続けることのできる事業ポートフォリオを目指しています。

事業の全体像
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